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研究活動の主たる部分は「仮説」→「検証」→「仮説」→「検証」の小さな繰り返しの連続であるとい

う説明を行いましたが、今回は「検証」についてです。仮説を立て、それを確かめていく作業が検証です。

もう少し詳しく説明すると、「検証」には、①実験計画立案、②実験の実施、③実験の考察、④仮説の再

検討の４つの取り組みが必要となります。中でも実験の計画立案が研究の中で一番難しく、時間をかけな

ければいけないところです。 

検証する 

 

 

 

① 実験計画立案 

どのような実験を行えば、仮説を証明できるのか、本や文献を調べ、方法を考えてください。次

に得られた方法に必要な機器や器具が本校にあるかどうか、また、大学や研究機関で借りることが

できるかどうか調べてみてください。限られた条件の中で、様々な実験方法を考えていくのも研究

のおもしろさの一つです。 

    

＊実験計画立案のコツ 

   ○仮説を立てるときに使用した文献の内容から実験方法を探す。 

   ○研究分野の本を読む。（おすすめです。たくさんの文献をもとに書か 

れているので、参考や参照をみれば、有効な文献も見つかります。） 

   ○実験にかかる時間や日程を調整する。 

   ○実験計画をフローチャートにしてみる。（実験をするときに大変便利 

です。例を参照。） 

 

  

課題研究        検 証 す る 

計画 実 施 考 察 
仮説 

再検討 
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本やインターネットなどで実験方法の案を考える 

 

 

 

決定したら担当の先生に相談しＯＫをもらう 

 

 

 

      「はじめに」の欄になぜこの実験をしたのかなどの 

理由や背景の説明（優れている点・新規の点など） 

を書き込む 

 

 

 

 

「実験工程」の欄に実験方法の手順を丁寧に書き込む 

   （Point＊手順の横には必要な時間を記入すること） 

 
 

 

「消耗品」の欄に実験を行うために必要な試薬の数や量を記入する 

   

 

 

  

 

「使用機器・器具」の欄に必要な器具と数をすべて書き込む 

 

 

 
         担当の先生にもう一度確認 

 

 

 

班員全員が同じ 

報告書を製作する 

先生に聞く前に

まず自分で調べ

よう！！ 

課題研究      検証 ①実験計画書を作る 
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実験計画書 第   １   班 上山・小畑 

作品名： 若狭周辺に自生する植物からの抗生物質の探索 

１，はじめに 

若狭地域には、様々な植物が生息してい

る。ある種の植物には、抗菌性があることが

知られており、昔から、薬草としてまた、食

材などを包む包装容器として使用されてき

た。そこで私たちは伝統的に使用されている

植物の中から、抗菌作用のある成分を抽出

し、抗菌性を確かめることで新たな薬品の開

発や抗菌性を必要とする商品に使用したい

と考えた。 

 

２，消耗品 

培地原料 寒天 １００ｇ 

     グルコース ２０ｇ 

     NaCl １ｇ 

     ポリペプチド １０ｇ 

滅菌済シャーレ３０枚 

エタノール １００ｍL 

 

３，使用器具 

計量カップ ×１ 

包丁    ×１ 

遠心分離機 １台 

乳房乳鉢  ×２ 

ビーカー   ×１ 

シャーレ  ×４ 

電子天秤  ×１  

  

４，実験工程 

 工程     作業     時間 

 

 

採集  文献や聞き取りで事前 

調査した植物を葉、  前日まで 

皮などにわける。   （９０分） 

            

粉砕  葉や皮をさらに細かく 前日まで 

する         （２０分）                    

 

冷凍保存 冷凍する       前日まで 

               （１時間） 

  

脱水  さらしで巻いた葉を 

遠心分離器で脱水    本番  

(１０分) 

   

抽出  乳鉢乳房でエタノール 

10mL を加えながら粉砕（１０分） 

  

 

培地の作成 

調合   培地の成分を調整   （２０分）  

      天秤ではかりとる。 

 

殺菌加熱 オートクレーブで殺菌 （９０分） 

 

シャーレに塗布        （５０分） 

              

 

阻止円法  

シャーレに大腸菌を塗布    （２０分） 

 

培地の中心に抽出液を２０μＬ添加 

 

３７℃・４８時間保温 

 

 

 

 

 

研究の背景と理由をわ

かりやすく記入 

かかる時間 作業の内容 工程順 

基本的な薬品や器具はあ

りますので必ず先生に確

認してください。 



実験計画書  第    班 氏名 

作品名： 

１，はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２，消耗品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３，使用器具 

 

４，実験工程 
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実験を行う前に、実験で使用する器具の有無、数を確認し、どこで何を借

りるか調べておこう。 

【注意】 

○担当の先生を通じて、使用する器具・機器の使用許可を得ること。 

○使用できる器具の数は限られているので無駄に借りないこと。 

○生徒だけで借りたり使用したりしないこと。 

○注文もできます。担当の先生を通じて連絡してください。 

 器具が届くまで最低 3 週間は時間がかかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器具 数量 保管場所 

例    ガスバーナー １ 化学実験室 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

課題研究   検証 ①実験計画書を作る 
使用器具・機器の確認 
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実験当日に何をすべきかなど、実験内容がすぐにわかるようにフローチャ

ートを作成しましょう。予備実験に活用するのも便利です。 

例 

実験名 

  原料の調整 

・指で茎を取り除き、包丁でミンチ状にする 

・エタノールを１０ｍL 入れる 

 

           

・抽出液をろ紙（４５番）でろ過する 

 

  阻止円法  

    培地を作る 

・寒天１５ｇ    ビーカー５００ｍL 

グルコース２０ｇ メスシリンダー５００ｍL                    

NaCl １ｇ 

ポリペプチド １０ｇ 

蒸留水１０００ｍL 

  

                    オートクレーブで１５分１２１℃ 

 

          

･          殺菌済みシャーレに１０ｍL 培地を入れ冷却 

 

 

原料調整１ 

 

 

原料調整２ 

培地に塗布 

殺菌    

試薬を調合 

抗生物質の確認（阻止円法） 

実験工程を簡潔に記

入する。 

 

作業内容について

くわしく書く。 

ｇやｍｌなど材料の量を必ず

記入すること。 

何分間など、時間を記入

すること。 

使

用

す

る

器

具

名

・

数

量 

試薬 量（重量，数，％）  

課題研究   検証 ①実験計画書を作る 
フローチャート作成 



 

ワークシート８－６ 

研究名 

         研究者氏名（         ） 

 

 

 

 

 

 


